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招待席・反戦反核

小林 多喜二

こばやし たきじ 小説家 － 秋1903.10.13 1933.2.20
田県生まれ。幼児期に一家で北海道小樽に移住。労働運動

に関与しながら小説を書き、日本プロレタリア作家同盟中

央委員になり 「蟹工船 「不在地主 「党生活者」などの、 」 」

作品を発表。共産党入党後、潜行して政治活動をしていた

が、街頭連絡の際、捕らえられ、東京築地警察署で拷問を

受け、虐殺された。掲載作は、党生活を描いた作品とは異

なるが、子どもの視点で反戦を訴えた掌編作品。大正・昭

「 」 、和期のユニークな雑誌 東京パック 昭和七年二月号初出

『小林多喜二全集 第三巻 （新日本出版社 昭和五十七』

年）より。

級長の願い

先生。

イジ じ私は今日から休ませてもらいます。みんなが めるし、馬鹿にするし、

業料もおさめられないし、それに前から出すことにしてあった戦争のお金もゅ

出せないからです。先生も知っているように、私は誰よりもウンと勉強して偉

くなりたいと思っていましたが、吉本さんや平賀さんまで、戦争のお金も出さ

ないようなものはモウ友だちにはしてやらないと云うんです。――吉本さんや

平賀さんまで遊んでくれなかったら、学校は みたいなものです。じごく

。 。 、先生 私はどんなに戦争のお金を出したいと思ってるか分りません しかし

。 、私のうちにはお金は一銭も無いんです お父さんはモウ六ヵ月も仕事がなくて

姉も妹もロクロクごはんがたべられなくて、だんだん首がほそくなって、泣い

てばかりいます。私が学校から帰えって行くたびに、うちの中がガランガラン

。 、 。とかわってゆくのです それだのに お父さんにお金のことなんか云えますか

でも、みんなが、み国のためだというのでこの前、ほんとうに思い切って、お

父さんに話してみました。そしたら、お父さんはしばらく考えていましたが、

とッても 顔をして、み国のためッてどういう事だか、先生にきいてこいこわい
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コジと云うんです。後で、男のお父さんが涙をポロポロこぼして、あしたから

をしなければ、モウ食って行けなくなった、それに私もつれて行くッて云うキ

んです。

先生。

お父さんはねるときに、今戦争に使ってるだけのお金があれば、日本中のお

父さんみたいな人たちをゆっくりたべさせることが出来るんだと云いました。

――先生はふだんから、貧乏な可哀相な人は助けてやらなければならないし、

人と してはいけないと云っていましたね。それだのに、どうして戦争はけんか

してもいゝんですか。

先生、お父さんが可哀 ですから、どうか一日も早く戦争なんかやめるよそう

うにして下さい。そしたら、お父さんやみんなが になります。戦争が長くらく

なればなるほどかゝりも多くなるし、みんながモットモットたべられなくなっ

て、日本もきっとロシヤみたいになる、とお父さんが云っています。

先生。私は戦争のお金を出さなくてもいゝようにならなければ、みんなにい

じめられますから、どうしても学校には行けません。お願いします。一日も早

く戦争を させて下さい。こゝの長屋ではモウ一月も仕事がなければ、みんやめ

なで役場へ出かけて行くと云っています。そうすれば、きっと日本もロシアみ

たいになります。

どうぞ、お願いします。

この手紙を、私のところへよく話しにくる或る小学教師が持って来た。高等

科一年の級長の書いたものだそうである。原文のまゝである。――私はこれを

読んで、 だと思った。然しこの級長はこれから打ち当って行く生活かもう一息

らその本当のことを知るだろうと考えた。

（一九三一・一二・一〇）


